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国道愛好家 松波成行

近年、「駅」のサービスの重要性
がますます高まっています。鉄道の
駅と道の駅。失われつつある鉄道と
いうインフラに代わる「道」の公共
性としての地域の「顔」が、互いに
どこまで補完しあえるのでしょう
か。
時代の変化に応じて駅の意味合い
は異なります。現代では駅といえば
もっぱら鉄道の駅ですが、かつては
別の呼び方をしていました。夏目漱
石の『行人』の書き出しには、大阪
駅である「梅田の停車場」をおりる
場面から始まりますが、明治５年に
鉄道が開業したころは「停車場」と
呼称されていました。その停車場が
「駅」となったのは、実は昭和に入

ってからのこと。
停車場は、その主体的な機能を含
めて鉄道施設としてのシンボルを表
していました。一方で、その中で働
く人々（サーヴァント）を「駅夫」
と呼んでいたように、「駅」はどち
らかというとサービスの意が含まれ
ています。
隣国の台湾や中国では に相
当する漢字は「駅」を使わず、「站
（たん）」という漢字を当てます。
駅という漢字を併せて表記する「駅
站」という言い回しは宿や食堂の施
設に使われ、人の滞在を促し、おも
てなしする「サービス」としての意
味が強くなります。
「駅」に込められた意味は、この
ようにみると、原点は古今東西共通
するようです。駅はその地域のサー
ビスの顔であり、人をおもてなしす
るあり方は、時代を越えても普遍的
なのでしょう。それが、「道の駅」
の原点でもあると思います。
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「
世
界
は
広
し
万
国
は
、
お
ほ

し
と
い
へ
ど
大
凡

お
お
お
よ
そ

、
五

い
つ
つ

に
分
け

し
名

み
ょ
う

目も
く

は
、
亜ア

細ジ

亜ア

、
阿ア

弗フ

利リ

加カ

、
欧
羅
巴

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

、
北
と
南
の
亜ア

米メ

利リ

加カ

に
、
堺
か
ぎ
り
て
五
大
洲
、
太

洋
洲
は
別
に
ま
た
、
南
の
島
の
名と

な

称え

な
り
」で
始
ま
る『
世
界
国
尽
』

は
、福
澤
諭
吉
の
著
書
の
一
つ
だ
。

１
８
６
９
年
（
明
治
２
年
）
発
行

の
世
界
地
理
の
入
門
書
で
、
近
代

日
本
の
地
理
教
科
書
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

『
世
界
国
尽
』
は
全
巻
、
ほ
と

ん
ど
の
ペ
ー
ジ
に
図
が
添
え
ら
れ

て
地
理
案
内
の
図
解
の
よ
う
に
構

成
さ
れ
、
日
本
中
の
老
若
男
女
に

世
界
地
理
を
諳
誦
し
や
す
い
よ

う
、
本
文
が
七
五
調
で
統
一
さ
れ

て
い
る
。
地
理
以
外
に
そ
の
国
の

歴
史
を
説
明
し
て
い
る
箇
所
も
あ

り
、
付
録
の
最
終
巻
で
は
、
地
学

を
天
文
・
自
然
・
人
間
の
３
章
に

分
け
て
説
明
し
て
い
る
。

教
科
書
ペ
ー
ジ
数
は
目
減
り

一
方
、
戦
後
の
中
学
校
地
理
分

野
の
検
定
教
科
書
を
見
る
と
、
教

育
内
容
を
系
統
的
に
習
得
さ
せ
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
昭
和

年
の
学
習
指
導
要
領
以

降
、
学
習

項
目
・
内

容
は
ほ
と

ん
ど
変
わ

ら

な

い

が
、
「
現

代
化
カ
リ

キ

ュ

ラ

ム
」
と
呼

ば
れ
る
昭

和

年
検

定
教
科
書

と
、
平
成

年
検
定

教
科
書
を

比

べ

る

と
、
教
科

書
の
全
体

ペ
ー
ジ
数

は
３
分
の

２
に
減
っ

て
い
る
。

内
容
的

に
も
、
前

者
の
教
科

書
は
日
本

の
地
誌
、

世
界
の
国

々
の
地
誌

を
系
統
的

・
網
羅
的
に
学
習
で
き
た
の
に
、

後
者
の
教
科
書
で
は
一
部
の
地
誌

し
か
学
べ
な
い
。
例
え
ば
、
ア
メ

リ
カ
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い

て
は
し
っ
か
り
学
べ
る
が
、
あ
と

は
ブ
ラ
ジ
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ガ
ー
ナ
に
つ
い

て
補
足
的
に
学
べ
る
程
度
で
、
そ

れ
以
外
の
国
に
つ
い
て
は
触
れ
ら

れ
て
も
お
ら
ず
、
学
習
範
囲
が
限

定
的
だ
。
た
だ
、
平
成

年
度
ス

タ
ー
ト
の
中
学
社
会
科
地
理
分
野

教
科
書
で
は
「
世
界
の
諸
地
域
の

地
理
」
が
復
活
し
た
。

我
々
が
現
在
享
受
す
る
豊
か
で

安
全
な
生
活
は
、
先
祖
が
農
業
基

盤
や
交
通
基
盤
を
整
備
し
、
川
を

治
め
、
水
資
源
を
開
発
す
る
な
ど

絶
え
間
な
く
国
土
に
働
き
か
け
る

こ
と
で
、
国
土
か
ら
恵
み
を
返
し

て
も
ら
っ
た
歴
史
の
賜
物
だ
。
我

々
世
代
も
、
歴
史
の
最
先
端
に
立

つ
責
任
あ
る
者
と
し
て
、
国
土
へ

の
働
き
か
け
を
続
け
将
来
世
代
に

よ
り
良
い
社
会
基
盤
を
引
き
継
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
交
通
や
情

報
が
高
度
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ

れ
、
政
治
・
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル

化
さ
れ
た

世
紀
に
、
世
界
の
国

々
と
の
互
恵
関
係
や
競
争
関
係
を

考
慮
せ
ず
、
わ
が
国
が
単
独
で
豊

か
で
安
全
な
生
活
を
実
現
す
る
こ

と
は
不
可
能
だ
。
従
っ
て
、
わ
が

国
の
国
土
へ
の
働
き
か
け
の
努
力

や
成
果
は
、
我
々
と
競
争
関
係
に

あ
る
世
界
の
国
々
と
の
比
較
で
認

識
さ
れ
、
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

直
結
す
る
生
産
や
消
費
効
率

高
速
で
走
れ
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
ど
れ
ほ
ど
築
け
て
い
る

か
、日
本
の
現
状
は
心
も
と
な
い
。

近
代
的
な
交
通
は
、
一
般
道
路
は

平
均
時
速

㌔
㍍
、
高
速
道
路
な

ら
時
速
１
０
０
㌔
程
度
で
走
行
で

き
な
け
れ
ば
効
率
的
に
モ
ノ
と
人

を
移
動
さ
せ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
が
、
日
本
で
は
「

㌔
規
制
」

な
ど
の
表
示
ば
か
り
目
立
つ
。

㌔
以
上
で
走
れ
る
道
路
は
、
面
積

当
り
イ
ギ
リ
ス
は
日
本
の
約
３

倍
、
ド
イ
ツ
は
２
倍
以
上
で
、
１

０
０
㌔
以
上
は
両
国
と
も
我
が
国

の
５
倍
以
上
に
達
す
る
。

我
々
は
道
路
に
よ
っ
て
も
の
を

集
荷
し
た
り
配
達
し
、
部
品
を
集

め
て
も
の
を
作
り
製
品
を
消
費
者

に
届
け
る
。
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
効
率
的
に
使
え
る
か
ど
う
か

は
、
生
産
や
消
費
の
効
率
に
直
結

し
て
い
る
の
だ
。

国
際
競
争
で
生
き
残
る
為
に

イ
ン
フ
ラ
が
十
分
整
備
さ
れ
な

け
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世

界
の
厳
し
い
経
済
競
争
を
生
き
残

れ
な
い
。
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
就

任
演
説
で
「
我
々
は
新
た
な
成
長

の
礎
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

道
路
や
橋
を
造
り
、
電
線
や
デ
ジ

タ
ル
通
信
網
を
敷
き
商
業
を
支
え

我
々
を
一
つ
に
結
び
付
け
る
」
と

語
っ
て
以
来
、
積
極
的
な
イ
ン
フ

ラ
投
資
政
策
を
続
け
る
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
英
首
相
も
今
春
の

英
土
木
学
会
で
「
社
会
資
本
は
現

代
生
活
を
支
え
経
済
戦
略
に
お
い

て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
そ
れ

は
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
へ
と
導
く
見

え
な
い
糸
で
あ
る
。
我
々
の
社
会

資
本
が
二
流
に
な
れ
ば
我
々
の
国

も
二
流
に
な
る
」
と
講
演
し
た
。

相
対
的
視
点
で
物
事
本
質
を

福
澤
諭
吉
は
、
わ
が
国
の
独
立

を
得
、
わ
が
国
の
「
国
体
」
を
維

持
す
る
た
め
、
「
西
洋
に
行
は
る

る
文
明
の
精
神
」
の
移
入
・
普
及

と
、
当
時
の
わ
が
国
国
民
に
根
ざ

す
封
建
意
識
の
打
破
に
渾
身
を
傾

け
た
。
状
況
主
義
・
情
緒
主
義
的

思
考
を
否
定
し
、
政
治
・
学
問
・

教
育
・
商
売
な
ど
あ
ら
ゆ
る
活
動

は
相
対
的
な
視
点
で
物
事
の
本
質

を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
価
値
判
断
の
相
対
（
比
較
）

主
義
、
真
理
原
則
主
義
、
機
能
主

義
を
主
張
し
た
。

「
台
風
や
大
規
模
地
震
が
頻
発

す
る
」
「
大
都
市
が
軟
弱
地
盤
上

に
立
地
す
る
」
「
高
速
で
走
れ
る

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
未
整
備
」

な
ど
、
欧
米
よ
り
厳
し
い
自
然
条

件
・
社
会
条
件
下
に
あ
る
わ
が
国

が
『
荒
廃
す
る
日
本
』
と
な
ら
な

い
た
め
、
過
去
の
世
代
が
国
土
に

た
ゆ
み
な
く
働
き
か
け
て
実
現
し

て
き
た
安
全
で
安
心
で
き
る
豊
か

な
社
会
を
、
将
来
世
代
へ
引
き
継

ぐ
た
め
に
日
本
人
が
学
び
行
動
す

べ
き
こ
と
は
多
い
。

（
国
土
交
通
省

国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所

総
合
技
術
政
策
研
究

セ
ン
タ
ー

森
田
康
夫
）

赤間昇駅長

野菜の王様モロヘイヤが特産でモロヘ

イヤソフトは当駅限定。６連覇中のおおさとＢ級

グルメ「大根葉カレー」、ランチタイムの無料サ

ラダバーが人気です。野天風呂（夢見の国）の後

には松島地ビールや地酒はいかが。支倉常長生誕4

00年の来年に向け各種のイベントを企画中です。

宮城県大郷町中村字北浦 －6

県道大和松島線 022－359－2675

山崎悟駅長

西丹沢への入り口であり出口でもある

便利な場所に位置し、オートキャンプや釣り、ハ

イキング、紅葉狩りなど魅力はいっぱい。地元特

産品なら足柄茶、柚子コショウ、シフォンケーキ。

レストランでは岩魚、ヤマメがドーンと乗った不

老天重、不老そばが大人気です。

神奈川県山北町湯触317

国道 号 0465－77－2882

田中克広駅長

温泉を併設しています。売店の一押し

は「ほんまもん神鍋」。その日朝の出来立てホヤ

ホヤ手づくりとち餅です。レストランでは神鍋の

清水で育ったニジマスのフライ定食や、玉子かけ

ご飯用の玉子で熱々のカツをとじたカツ丼がオス

スメです。土日祝日にはランチバイキング開催。

兵庫県豊岡市日高町栗栖野59－13

国道482号 0796－45－1331


